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的な 1.1 GPaという超高強度を得ることに成功している。また適度な純 Alの粗大粒の分散により，圧縮で
はあるが変形歪みが 30％と高強度材料としては極めて高いレベルに達することを見いだしている。その上，
高温強度にも優れた材料であり，今後スケールアップ，引っ張り延性の実現が行われれば新たな高強度材料
として実用化される可能性がある。またアトマイズ法で作製さえれたアモルファス Al-Ni-Laのスパークプラ
ズマ焼結による固化成形も試み，1GPaを超える高強度が実現されたものの，塑性変形能に全く欠ける材料
であることが分かった。本材料については，アモルファス構造からナノコンポジット組織への組織形成過程
が詳細に研究された。マグネシウム合金については粉体プロセスが爆発に危険性を伴うことから，時効析出
によるナノ組織制御というアプローチでの強度化を試みた。析出相である Mg2Snの融点が高いことから，
Mg-Sn合金に注目し，Zn添加により時効析出性が著しく向上すること，さらに Alを合金化することにより，
ピーク硬度が 90HVに達することなど，画期的な発見を行った。またMg-Sn合金は 250℃という低温でも押
し出し可能であること，押し出し後に熱処理を加えることにより 300MPa程度の降伏強度が実現されること
も明らかとなり，新たな展伸用マグネシウム合金としての展開が大いに期待される。
　以上のように，本論文は軽合金のナノ組織による新たな高強度材料開発の可能性を示したものであり，博
士（工学）の学位を授与するに十分な工学的貢献が認められると判断される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
